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2023 年 10 月 2 日 

コロナ患者への処方の入力方法＜院外処方（コロナ治療薬のみ）＞（２０２３年１０月１日以降） 

新型コロナウイルス感染症の治療薬「薬剤料」のみ公費「０９６ 治療薬補助」が適用されます。 
２０２３年１０月以降は公費対象となる治療薬についても患者の負担割合に応じて自己負担が発生しますが、

院外処方のため自己負担は発生しません。 
その他の診療行為（検査料、検査判断料、処方料等）については保険適用となります。 

 
＜公費の対象となる治療薬＞ 
・経口薬  ：ラゲブリオ、パキロビッド、ゾコーバ 
・点滴薬  ：ベクルリー 
・中和抗体薬：ゼビュディ、ロナプリーブ、エバシェルド 

 
１．「２１ 診療行為」入力方法 ※以前と同じ（変更なし） 

＜例＞コロナ疑いで受診し、検査を行い、陽性判定となった。 
ラゲブリオカプセル（一般流通品）を処方する場合。 

 
（１）主保険で診察料等を算定します。 
（２）主保険側で処方箋を発行する必要がない場合は次のシステム予約コードを入力します。 

＜システム予約コード＞ 

０９９２００９９１ 【処方箋発行なし】 

※システム予約コードを入力し忘れた場合は、発行された主保険分の処方箋は破棄してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）「Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ６ 複数科保険」ボタンを押下します。 
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（３）「主保険＋治療薬補助」の保険組合せを選択し「Ｆ１２ 確定」ボタンを押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）公費対応の薬剤を入力します。 
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（５）「診療行為確認」画面で「主保険」の保険組合せに処方料等が自動発生します。 
   ※処方せん備考欄のコメントとして【処方箋発行なし】が登録されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「処方箋料」が主保険分で自動算定されます 
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（６）「請求確認」画面で保険組合せ別に内容を確認します。 
 
主保険分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公費負担分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

院外処方のため、請求額は発生しない 
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（７）処方箋が発行されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 


